
❶ 編集　絵や文字が描かれているイラスト面を見て

順番を決めながら、同じくらいの幅の大きさのハガキ

・カードを２枚ずつ選んでセットにしていく。

天地方向や裏表を変えないように注意しながら全部

を重ね、アテナ面が上に向くようにする。

いちばん上の１枚を手前にとり、次のハガキを最初

のハガキの右側に置く。ハガキの下面に定規などを

あててガイドにして、間は１ミリ（厚み分）あける。

ハガキにおもりを置き動かないようにする。

❷　和紙でつなぐ（谷側の折を作る）　ハガキの高さ

＋２０ミリ、幅8ミリに切った和紙を用意し、糊ひき紙

の上で筆で片面に糊をつけ、１ミリの隙間をあけた

まま貼り、ハガキ同士をつなぐ。同様に次の2枚を貼

りあわせる。以下同様の作業をして、２枚づつ貼りあ

わせたセットを先に作る。
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❸　少し乾かしたら、和紙の足を切り、折った側を背

にしてそろえる。（次のセットとのハガキの左右の大きさ

が違う時は、和紙の足8ミリ幅に左右の差の寸法を足した

和紙を用意する）糊代＋差の寸法(B-C)＋糊代

ハガキの横幅が同じ場合は、間を空けずに貼る。

❹　山側の折を作る　最初につないだセットの右側

に2番目についだセットを置いて、和紙でつないで

いく。４枚づつのセットを作り、乾いたら和紙の余分

を切る。

❺　4枚つながった一組をもう一組とつなぐ。

（常に隣り合うハガキの幅との差幅を和紙の足の幅に加え

て貼る。ハガキが同じ幅の場合はぴったり揃えて貼る。）

❻　A=一番大きなハガキ・カードサイズ

天地×左右＋10mmの厚紙を用意する。

❼　表紙1　アテナ面の右に連結部がくるようにぴっ

たり合わせて置き、8ミリ幅の和紙で、ハガキと表紙を

つなぐ。

❽　表紙1の隣のハガキがAより小さい場合は、その

差幅に表紙にヘラで印を入れて折り、折ってから横

幅をAのサイズになるようにカットする。

❾　表紙2　Aのハガキの、天地×左右の2倍のサイ

ズの厚紙を用意する。

こんどは、いちばん上のアテナ面は、左に連結部が

くるように置き、和紙でハガキと表紙をつなぐ。

十分に乾いたら和紙の余分を切り落とす。

❿　表紙2に、一番大きなハガキAの幅位置①にあ

わせてヘラで線を入れて折り目をつける。

表紙を含めてハガキを交互に折り畳んで折本状態

にする。

続いてハガキ折本の厚み分の位置②にヘラで線を

入れ、もう一方の表紙に重なるように折り返す。

表紙の重なり部分に切れ目を入れて差し込めるよう

にすると冊子のようになります。

タイトルなどを入れて完成です。

■準備するもの　　　ハガキ、カード　20～40枚
■材料　表紙用紙（200kg程の厚紙）　和紙
■道具　ヘラ 　 筆 　 糊 　 糊容器  　糊ひき紙
　　　    ワックスペーパー　カッター　マット
　　　  　 30cm金属定規　　おもり
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ハガキでルリユール
ポストカードで折本つくり

カードという一枚の紙を2枚つなぐと折丁ができ
ます。これをどんどんつないでいくと、ジャバラ状
の折本ができます。お気に入りを集めて世界で
たった一冊の特別な書物を作ります。

藤井敬子
定規

定規

左側２点はカードのサイズがバラバラのハガキをつないだ本

右側２点はサイズが同じ写真をつないで作った本
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